
　

定例会見

日時：令和８年４月２日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

教育委員会事務局（教育政策課）

ぎふ魅力づくり推進部（鵜飼観覧船事務所）

令和8年度 第1回 市長定例記者会見

(1)義務教育学校「藍東学園」について

(2)令和８年度「ぎふ長良川の鵜飼」について
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1-(1) 義務教育学校「藍東学園」について                  

１ はじめに                            

・芥見東小学校、藍川東中学校が１つになり 

岐阜市立２校目となる、施設一体型の 

義務教育学校「藍東学園」が 4月 7日に開校。                    

 

 

 

 

２ 藍東学園について                      

・藍東学園 

本市の未来の学校のさきがけとして、 

全国でも類を見ない公立学校としてスタート。 

 

３ 異年齢集団                             

・藍川北学園(R7.4 開校) 

９歳差の子どもたちがともに過ごす、 

義務教育学校ならでの、異年齢交流が活発に行われている。 

・後期課程の生徒には、 

コミュニケーション能力や 

自己肯定感の向上などが見られるとともに、 

低学年の子においても、 

後期課程の先輩へのあこがれを通して、 

生活習慣を学んだり、自立心を高めたりするなどの 

様々な効果があった。 

 

・藍東学園(R8.4 開校) 

異年齢交流をより日常的なものとするため、 

教科授業を除く生活の時間を 

「ファミリー」と呼ばれる異年齢集団で過ごす。 

 

・「ファミリー」は、 

「好き」や「やってみたい」といった 

興味・関心を同じくする子どもたちで構成。 

 

藍東学園の児童生徒数(R8.4 予定) 

前期課程(1～6年生)：176 人 

後期課程(7～9年生)：126 人 

計 302 人 



2 
 

４ 「教科センター方式」                     

・教科授業は、 

発達段階に応じた資質・能力を育む必要が 

あることから、同学年集団で行い、 

教科専門の教室「教科ラボラトリー」、 

通称「教科ラボ」へ出向く、 

「教科センター方式」を採用。 

 

・教科ラボでは、 

その教科に精通した教員が常駐し、 

いつでも子どもたちの質問に対応でき、 

学びの伴走を行う。 

 

・また、学びの基地として、 

子どもたちの教科に対する興味・関心を 

呼び起こす仕掛けを備えた。 

 

・子どもたちが、自らの興味から、 

その教科ラボにワクワクして向かい、 

教員と共に探究を深める姿が 

見られるようになることを期待。 

 

５ 終わりに                                                                

・藍東学園は、コミュニティスクールの先進校でもあり、 

これまでも地域との交流が充実。 

 

・これをさらに発展させ、 

地域に住む大人や子どもが共に学び、 

共に育つ学校を目指す。 

 

・藍東学園が、保護者や地域の皆様に愛される、 

芥見東・芥見南、両地域のコミュニティの核となっていくことを期待。 

 

・藍東学園で得られた成果や知見を、市内の学校に水平展開。 
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1-（2）令和８年度の「ぎふ長良川の鵜飼」について                        

（今シーズンのトピックス） 

・令和９年 鵜飼観覧船事業の市営１００周年を迎える。 

 （昭和２年から岐阜市の直営事業） 

・令和８年度から２か年をかけ「市営１００周年記念」と位置づけ、 

『ぎふ長良川の鵜飼』のＰＲを行うとともに、 

次の１００年に向けた伝統の継承と持続可能な観覧船事業の構築を目指し、

様々な取り組みを実施。 

 

（１）鵜飼観覧船事業市営 100 周年記念事業 新規 

① 満足度向上の取り組み ～鵜飼観覧船の椅子席化～ 

・５０人乗りを除く、２７隻の観覧船を、順次、椅子席化。 

→ 椅子席化した観覧船は、椅子にも座敷にも対応できるため、 

川遊びなどで使用する際は座敷にするなど、幅広いニーズに対応。 

→ 多様な観覧船の利用方法を提供。 

 

② 市民参加イベント ～鵜飼観覧船をより身近に～ 

・市民参加型のイベントとして、4月 5日に船洗い体験を実施。 

・令和８年度、はじめて一般公募を行い、5 組 8 名が参加（予定）。 

   船洗い … 鵜飼シーズン前に観覧船の船頭たちが観覧船を長良川の 

浅瀬で水洗いし、汚れを落として安全祈願をする伝統行事。 

 

（２） 一日貸切鵜飼の実施 継続 

・鵜飼観覧船の利用が少ない５月、６月のうち８日分を対象に、 

鵜飼観覧船を貸し切ることができる「一日貸切鵜飼」を実施。 

  (申し込み状況) 

・募集期間：２月９日（月）～２月２０日（金） 

→ １件の申し込み。 

・応 募 者：令和７年度の応募者と同じ方（「幽玄鵜飼」） 

   ・実 施 日：５月２５日（月） 
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（３）鵜飼オリジナルＴシャツの販売 継続（令和 3 年度から販売） 

・船員と同じデザインのＴシャツは、ご当地土産として毎年人気。 

・令和８年度も市職員が新たなデザインにリニューアル。 

  「鵜をモチーフにポップなデザイン」 

     ■価格：１着 ２,５００円（税込） 

     ■色種：ブラック、グリーン、ミントグリーン 

     ■サイズ：М、Ｌ、２Ｌ、３Ｌ 

 

 

 

 

 

  

   ＜オモテ＞    ＜ウラ＞ 

 

   ・鵜飼観覧船待合所の売店（鵜飼茶屋しゃぐ）と十八楼で販売。 

   ・ふるさと納税の返礼品にも加える。 

   ・販売開始：５月１１日の鵜飼開き ４００着限定。 

 

 

（４）新高級観覧船就航  新規  

・持続可能な鵜飼観覧船事業を目指す一環として、 

鵜飼観覧船の高付加価値化とブランド強化を図り、 

新たな高級鵜飼観覧船を制作に取り組む。（R7年度～） 

・船のデザイン 

日本を代表するインダストリアルデザイナー水戸岡鋭治氏のデザイン 

 

→ 現在、船舶検査を控えるほか、 

細部の調整、専用のサービスの構築など、 

就航、販売に向けた準備を進めている。 

→ この船のお披露目や運航に関することについては、後日発表予定。 

 

 


